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ご挨拶

千葉看護学会は、看護学の基盤をより豊かにかつ強固にしていく研究を推進し、実践研究

を大切にして発展してきました。看護学独自の知見は蓄積され、看護実践の質の向上に貢献

しています。このような看護学の知見は医学や福祉など、他分野の研究者や実践者にも影響

を及ぼすようになってきました。一方で、実践の場では、患者・利用者のニーズが多様化・

複雑化し、看護職だけでは解決できない課題が山積しており、多職種が連携・協働した専門

職連携実践（IPW）や学際的な研究が求められています。そして、そのための専門職連携教

育（IPE）も広がっています。このような背景を踏まえ、今回の学術集会ではメインテーマを

「専門職者の連携協働による看護実践・研究・教育の創造」としました。看護職が保健・医

療・福祉分野の他の専門職（医師、薬剤師、ソーシャルワーカー、理学療法士、作業療法士、

歯科衛生士、栄養士など）と連携協働することで、患者・利用者により良いケアが提供でき、

看護実践や研究、教育が新たな創造的な発展へと向かうことと思います。今回の学術集会が

そのきっかけになればと思います。また、学術集会を実践者、研究者、教育者という日頃は

なかなか対話することが少ない人々の交流の場にしたいと思い、新たに交流集会を設けまし

た。会員の皆さまから交流集会の企画を公募します。一般演題（口演・示説）では、研究報

告、看護実践や教育実践の報告を発表していただき、活発な意見交換の場としたいと思いま

す。多くの皆様にご参加いただきますようお願い申し上げます。

第 18回学術集会 会長 大塚 眞理子

企画委員 一同

学術集会プログラム（予定）

9:00 ～ 受付開始

9:30 ～10:00 会長講演「専門職者の連携協働による看護実践・研究・教育の創造」

演 者：大塚 眞理子（埼玉県立大学）

座 長：酒井 郁子 （千葉大学大学院）

10:10～11:55 一般演題（口演・示説）発表

12:00～12:45 総会

13:00～14:30 交流集会

14:45～16:45 パネルディスカッション

テーマ：「看護職との連携協働－それぞれの職種の立場から－」

パネラー：作業療法士の立場から 大橋 秀行（埼玉県立大学）

ソーシャルワーカーの立場から 杉山 明伸（立教大学）

医師の立場から 藤沼 康樹

（医療福祉生協連家庭医療学開発センター）

座 長：宮﨑 美砂子（千葉大学大学院） 鈴木 幸子（埼玉県立大学）

17:00～ 懇親会 けやき会館 1 階レストラン「コルザ」にて



各プログラムの紹介

【 パネルディスカッション 】

私たちは看護職として、関連職種の専門性を理解し、患者・利用者のために連携協働でき

るように努めております。一方、看護職以外の職種の方々は、看護職をどのように捉え、看

護職との連携協働をどのように実践なさっているでしょうか。

今回のパネルディスカッションでは、看護職と連携協働のご経験のある３名の関連職種の

方々をお招きしています。各パネラーの方々には、それぞれの立場から看護職との連携協働

のことをご発表いただき、あわせて連携協働する際の看護職への要望などもお聞きしたいと

思っております。現場での経験をふまえた活発な討議や意見交換により、看護職という私た

ちの立場や役割を客観的に見る機会、連携協働をもう一度捉えなおす機会になると期待して

います。

【 交 流 集 会 】

本学術集会では初めての企画です。日頃なかなか対話することが少ない、実践者、教育者、

研究者の方々、さらには様々な職種の皆様との交流の場を設けたいと考えております。その

ために、広く看護実践、教育実践、研究成果や研究過程についてご発表いただき、会場の皆

様と十分な討議を行い、実践または研究を深めることができるようにいたします。一般演題

よりも十分な時間と場所を準備しております。

今回、より多様な交流ができるよう、特に募集に際してテーマは定めません。連携協働に

関すること、臨床・教育実践での新たな工夫や取り組み、今後の活動のための情報交換とな

るような提案など、なんでも歓迎いたします。また、テーマによっては、グループワークな

どを取り入れることも可能です。皆様と交流したいテーマをお持ちの方は、積極的なお申し

込みをお願いいたします。決定した交流集会の内容はホームページに掲載しますので（7 月

上旬）、それぞれのテーマにご関心をおもちの皆様の交流集会へのご参加を心よりお待ちして

おります。

・募集するテーマは、特に定めません。実践・教育・研究いずれの内容でも結構です。

・発表申し込み用紙の発表形式について交流集会に○をつけ、200 字程度で概要をお書きく

ださい。

・交流集会の時間は 13：00～14：30 の 90 分間を予定しています。

・会場には、液晶プロジェクターは準備いたしますが、PC につきましては、発表者（交流集

会主催者）にご準備願います。会場での司会、進行も発表者にお任せいたします。



各プログラムの紹介

【 一般演題：口演・示説発表（研究・実践報告） 】

研究発表および、看護実践報告・教育実践報告の一般演題を募集します。発表形式は、口

演または示説（ポスター）です。

病棟や外来、在宅、地域などあらゆる看護の実践報告や研究成果、看護教育における実践

報告および研究成果について、皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。様々な立

場の方々と気軽にかつ活発に意見交換をすることにより、発表者および参加者が自らの実践

や研究を振り返る機会にしたいと思います。

なお、発表内容は未発表のものに限ります（施設内発表は可）。

発表形式は、口演と示説（ポスター）がありますので、発表申し込み用紙に希望する形式

を選択してください。

＊発表形式の最終決定は、学術集会企画委員会に一任願います。

＊集録提出後、査読を経て発表の可否が決定されます。査読により集録の修正加筆をお願

いする場合があります。

１）口演

・口演時間は、10：10～11：55 を予定しています。

・発表時間は、一題につき 15 分（発表 10 分、質疑 5 分）を予定しています。

・映像機材は、液晶プロジェクターを使用します。なお、パソコンの OS は、WindowsVISTA

または Windows7、発表に使用できるアプリケーションは Microsoft Power Point 2003 または

2007 となります。

・図表は見やすいものを作成してください。

２）示説（ポスター）

・ポスター展示時間は、9：30～15：00 を予定しています。詳細は追ってお知らせします。

・発表者は、発表時間（10:10～11:55 の間の 30 分程度を予定）にポスター前で待機し、参加

者からの質問等に応じてください。座長等の進行役はおりません。

・示説会場には、掲示板とポスターを貼るピンを事務局で用意いたします。

・ポスターは、横 90cm、縦 150cm で作成してください。図表は見やすいものを作成してくだ

さい。



一般演題（口演・示説発表）・交流集会の申込み方法

＊同封の「発表申込み用紙」に必要事項を記入し、平成 24 年 4 月 6 日（金）必着で、学術集

会事務局宛に、FAX または E-mail にてお申し込みください。

＊「発表申込み用紙」は学会 HP からもダウンロードできます。

千葉看護学会 HP：http://www.cans-net.jp/society/

（交流集会の場合は、概要を 200 字程度、ご記入ください）

＊発表申し込みをされた方には、「集録原稿作成の手引き」をお送りします（学会 HP からダ

ウンロードも可能です）。集録原稿作成の手引きに従って集録原稿を作成いただき、

平成 24 年 6 月 11 日（月）必着で事務局宛に E-mail にてご提出ください。

＊一般演題の発表者は、共同発表者も含め全員が、学会員または手続き中の方に限ります。

学会に入会を申し込まれる方は 6月中に手続きをしてください。7月の理事会で入会審査と

なります。交流集会の場合は、発表者（交流集会主催者）が会員であることとします。

＊発表内容は、未発表のものに限ります。ただし、施設内発表はこの限りではありません。

＊一般演題発表の採否は、集録提出後査読を経て企画委員会で決定します。交流集会は査読

がありませんが、発表枠に制限があるので採否は企画委員会で決定します。

学術集会の参加申し込み方法

１）参加費

参加費は以下の通りです。同封の振替用紙または郵便局備え付けの払込取扱票をご利用

の上、下記口座へお振込ください。事務処理上、事前申込み期間は平成 24 年 8 月 10 日（金）

までとなります。

当日は受付の混雑が予想されます。できるだけ事前申込みをお願いいたします。

事前申込み（8/10 まで） 当日参加

会 員 4,000 円 5,000 円

非会員 5,000 円 6,000 円

学 生（大学院生を除く） 1,000 円

２）参加費振込先

■ 郵便振替口座： ００１３０－１－４８５２８４

■ 加 入 者 名 ：千葉看護学会 第１８回学術集会

郵便局備え付けの払込取扱票をご利用の場合は、通信欄に、①集録お届け先住所、②ご

所属、③ご氏名（ふりがな）、④会員・非会員・学生の別、⑤昼食希望の有無（詳細は下

記参照）、をご記入ください。払込金受領証を領収書に代えさせていただきますので、保

管の上当日ご持参ください。一旦振り込まれた参加費は学会不参加の場合も返却いたしま

せんので、ご了承ください。

http://www.cans-net.jp/society/


３）昼食

参加費には昼食代は含まれません。事前申込みにて、1,000 円で昼食（フリードリンク

付）をご用意いたします。振替用紙の「昼食代」欄にチェックをし、参加費と一緒にお振

込みください。郵便局備え付けの払込取扱票をご利用の場合は、通信欄に「昼食希望あり」

とご記入の上、参加費と一緒にお振込みください。会場付近の飲食店が少ないため、昼食

を希望されることをお勧めいたします。

４）懇親会

17：00 から、けやき会館１階のレストラン「コルザ」にて、懇親会を行ないます。参加

費は 500 円（学生 100 円）です。お申し込みならびにお支払いは、当日受付にて承ります。

５）集録の発送

事前申し込みをされた方には、平成 24年 9 月上旬頃に、集録を発送いたします。

会場のご案内（千葉大学 けやき会館）

＊所在地：千葉市稲毛区弥生町 1－33

千葉大学西千葉キャンパス構内

＊最寄駅：JR 西千葉駅 徒歩 10 分

京成電鉄みどり台駅 徒歩 6 分

＊千葉大学西千葉キャンパス正門から

入り、すぐ左の建物です。

＊構内に駐車場はございません。

お車でのお越しはご遠慮ください。

千葉看護学会への

から「入会申込書」

郵送にてお申し込み

〒260-867

ホーム
【千葉看護学会入会のご案内】

入会をご希望の方は、学会ホームページの「入会案内」

をダウンロードして、必要事項を記入の上、下記宛に、

ください。

2 千葉市中央区亥鼻 1丁目 8番 1 号

千葉大学大学院看護学研究科

千葉看護学会事務局 宛

ページ http://www.cans-net.jp/society/


